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cij(I)-<(Aij(i+Tト Aij)･(Aij(tト Aij)> (1)
Mき,i(I)-<(Aij(i+TトAij)･(Akl(tト Akl)> (2)
ここでA-･.は 行 画素時系列の平均輝度レベルを示すOこれより各画素点の分散値cij(0),り
自己相関時関 Ta(ij)及び相互相関時間 ㌔(kZ)を求める0 ㌔(kl)は堆(I)が最大となる
時間丁より決定される｡これらの値を画像の濃淡として表現し, ｢分散画像｣, ｢相関画像｣,
｢相互相関画像｣として再構成する｡Fig.2は, 一方向に運動する粒子群にこの解析法を試
みた中での瞬時画像偶は原画像の時間変化を示し,個 が ｢分散画像｣,(Oが ｢相関画像｣,
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東大･理 鈴 木 増 雄
§1 はじめに
今までは,協力的な力によって秩序が出来る非平衡系をスケーリング理論1)～6)によって扱
ってきたが,ここでは反協力的な力も混じっており,互にフラストレートしながら変化発展す
る系 6)の秩序形成の理論を作る試みを報告する｡ これはまだ始めたばかりで,そのための準備
に当る部分を紹介する｡
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